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はじめに
この度は、エレコムの「法人向け無線アクセスポイント」管理ツールをご利用いただき誠にありがとうございます。この
マニュアルには管理ツールを使用するにあたっての手順や設定方法が説明されています。また、お客様が管理ツールを安
全に扱っていただくための注意事項が記載されています。導入作業を始める前に、必ずこのマニュアルをお読みになり、
安全に導入作業をおこなって製品を使用するようにしてください。

このマニュアルは、製品の導入後も大切に保管しておいてください。

このマニュアルで使われている記号

ご注意
●本製品の仕様および価格は、製品の改良等により予告なしに変更する場合があります。
●本製品に付随するドライバ、ソフトウェア等を逆アセンブル、逆コンパイルまたはその他リバースエンジニアリングすること、弊社に無断で
ホームページ、FTP サイトに登録するなどの行為を禁止させていただきます。

●このマニュアルの著作権は、エレコム株式会社が所有しています。
●このマニュアルの内容の一部または全部を無断で複製 / 転載することを禁止させていただきます。
●このマニュアルの内容に関しては、製品の改良のため予告なしに変更する場合があります。
●このマニュアルの内容に関しては、万全を期しておりますが、万一ご不審な点がございましたら、弊社テクニカル・サポートまでご連絡くだ
さい。

●本製品の日本国外での使用は禁じられています。ご利用いただけません。日本国外での使用による結果について弊社は、一切の責任を負いま
せん。また本製品について海外での（海外からの）保守、サポートは行っておりません。

●本製品を使用した結果によるお客様のデータの消失、破損など他への影響につきましては、上記にかかわらず責任は負いかねますのでご了承
ください。重要なデータについてはあらかじめバックアップするようにお願いいたします。

●Microsoft、Windows 7、Windows 8、Windows は、米国Microsoft Corporation の登録商標です。そのほか、このマニュアルに掲載
されている商品名 / 社名などは、一般に各社の商標ならびに登録商標です。本文中におけるⓇおよび TM は省略させていただきました。

記号 意味

作業上および操作上で特に注意していただきたいことを説明しています。この注意事項を守らないと、けがや故障、火
災などの原因になることがあります。
注意してください。

説明の補足事項や知っておくと便利なことを説明しています。
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安全にお使いいただくために
けがや故障、火災などを防ぐために、ここで説明している注意事項を必ずお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災･感電などによる死亡や大けがなど人身事
故の原因になります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけがをしたり、他
の機器に損害を与えたりすることがあります。

製品の分解、改造、修理をご自分でおこなわないでください。
火災や感電、故障の原因になります。また、故障時の保証の対象外となります。

製品から発煙や異臭がしたときは、直ちに使用を中止したうえで電源を切り、AC コンセントから電源プラ
グを抜いてください。そのあと、ご購入店もしくは当社テクニカル・サポートまでご連絡ください。
そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因になります。

製品に水などの液体や異物が入った場合は、直ちに使用を中止したうえで電源を切り、ACコンセントから
電源プラグを抜いてください。そのあと、ご購入店もしくは当社テクニカル・サポートまでご連絡ください。
そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因になります。

製品を、水を使う場所や湿気の多いところで使用しないでください。
火災や感電、故障の原因になります。

製品を次のようなところで使用しないでください。
•高温または多湿なところ、結露を起こすようなところ
•直射日光のあたるところ
•平坦でないところ、土台が安定していないところ、振動の発生するところ
•静電気の発生するところ、火気の周辺

長期間製品を使用しないときは、電源プラグを抜いておいてください。
故障の原因になります。

警 告

注 意

警 告

注 意
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無線 LANをご使用になるにあたってのご注意
●無線 LAN は無線によりデータを送受信するため盗聴や不正なアクセスを受ける恐れがあります。無線 LAN をご使用
になるにあたってはその危険性を十分に理解したうえ、データの安全を確保するためセキュリティ設定をおこなってく
ださい。また、個人データなどの重要な情報は有線 LAN を使うこともセキュリティ対策として重要な手段です。

●製品は電波法に基づき、特定無線設備の認証を受けておりますので免許を申請する必要はありません。ただし、以下の
ことは絶対におこなわないようにお願いします。

• 製品を分解したり、改造すること
• 製品の背面に貼り付けてある認証ラベルをはがしたり、改ざん等の行為をすること
• 製品を日本国外で使用すること

これらのことに違反しますと法律により罰せられることがあります。

●心臓ペースメーカーを使用している人の近く、医療機器の近くなどで製品を含む無線 LAN システムをご使用にならな
いでください。心臓ペースメーカーや医療機器に影響を与え、最悪の場合、生命に危険を及ぼす恐れがあります。

●電子レンジの近くで製品を使用すると無線 LAN の通信に影響を及ぼすことがあります。
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1 本ツールの免責事項について
免責事項
次のような場合は、弊社は保証の責任を負いかねますのでご注意ください。

• 弊社の責任によらない製品の破損、または改造による故障
• 本製品をお使いになって生じたデータの消失、または破損
• 本製品をお使いになって生じたいかなる結果および、直接的、間接的なシステム、機器およびその他の異常

その他のご質問などに関して
P5「2. サポートサービスについて」をお読みください。

2 サポートサービスについて
下記のエレコム・テクニカルサポートへお電話でご連絡ください。サポート情報、製品情報につきましては、インター
ネットでも提供しております。

テクニカルサポートにお電話される前に
テクニカルサポートにお電話される前に、以下の項目について確認してください。
●サポートページで「よくある質問」をご確認ください。
●「よくある質問」をお読みいただいても解決しない場合は、以下をご用意のうえ、お電話をお願いします。
• 製品の型番
• ご質問内容（症状、エラーメッセージ、やりたいこと、お困りのこと）

本製品は日本国内仕様です。海外での使用に関しては弊社ではいかなる責任も負いかねます。
また弊社では海外使用に関する、いかなるサービス、サポートも行っておりません。
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3 本ツールの概要について

特長
本ツールは「LAN-W300AN/AP」、「WAB-S1167-PS」、「WAB-I1750-PS」専用の管理ツールです。
あらかじめ機材をアプリケーションに登録しておくことにより、同一ネットワーク内の離れた場所から集中して管理する
ことができます。
また、それらの機材を任意に選択して一括設定することができます。設定できる項目については利用頻度の高い項目のみ
に限定しているため、シンプルで使いやすい画面表示となっています。

本製品の動作環境
弊社では以下の環境のみサポートしています。

対応機種およびOS 次のOSを搭載するWindowsマシン
• Windows 7 (32bit/64bit) SP1以降
• Windows 8 (32bit/64bit)

一部のセキュリティソフト環境下では正常に動作しない場合があります。その場合にはご使用のセキュリティソ
フトの設定に従って、お客様ご自身の責任で無効にした上で操作を行って下さい。

アクセスポイントのファーム
ウェアバージョン

本製品に対応するファームウェアのバージョンは以下のとおりです。
• LAN-W300AN/AP：1.20-RC2
• WAB-S1167-PS：1.0.1
• WAB-I1750-PS：1.0.1
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環境構成
本製品のセットアップ作業を始める前に、LAN-W300AN/APの UP Link ポート、WAB-S1167-PS・WAB-I1750-
PSの PD（IN）ポートに同一セグメント上の重複しない IPアドレスが設定されている事をご確認ください。下図のよう
に、ホテルのフロアごと、オフィスの部署やフロアごとなどに分けて、すべてのアクセスポイント製品、または任意に選
んだ一部のアクセスポイント製品にだけ設定を行うことが可能です。

• 本製品は、同一ネットワーク内（LAN内）での使用になります。外部環境から直接本製品にログインしての操
作はできません。
• 管理 PC に複数のネットワークインターフェイスがある場合、管理対象のネットワークの優先度を最優先にす
るか、他のインターフェイスを無効にしてください。

管理PC

上位ルータ

DHCP範囲
192.168.2.50～100

××ホテル

10階　レストランフロア

7～9階　客室フロアA

2～6階　客室フロアB

1階　フロント・ロビー

192.168.2.1

192.168.2.2

192.168.2.131 192.168.2.132

192.168.2.121 192.168.2.122

192.168.2.111 192.168.2.112

192.168.2.101 192.168.2.102

【設定例】
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固定 IPアドレスの設定方法（LAN-W300AN/AP）

IPアドレスの設定方法（WAB-S1167-PS、WAB-I1750-PS）
アクセスポイントの IPアドレスは、デフォルトの設定では、DHCPからの自動取得となっています。
固定 IPアドレスを設定する場合は、以下の手順を行ってください。

1 アクセスポイント製品（LAN-W300AN/AP）のCONSOLEポートとパソコンをLANケーブルで接続します。

2 パソコンの IPアドレスを自動取得にします。

3 ブラウザを起動し、アドレス欄へ「192.168.3.1」を入力します。

4 ユーザー名、パスワードを入力し管理画面へログインします。
（初期値：ユーザー名「admin」、パスワード「admin」）

5 「各種設定」→「有線設定」→「有線ポート設定」の順にクリックします。

6 「Up Link ポート設定」にて「手動設定」へラジオボタンをチェックし、任意の IPアドレスを入力します。

7 設定ボタンをクリックします。

8 アクセスポイント製品の再起動が終わるまでお待ちください。

1 アクセスポイントのPSE（OUT）ポートとパソコンを LANケーブで接続します。
※他の機器を接続しないでください。

2 パソコンの IPアドレスを固定に設定します。
• IP アドレスは、192.168.3.x（x は 1以外の値）を設定します。
• サブネットマスクには、255.255.255.0 を設定します。

3 ブラウザを起動し、アドレス欄へ「192.168.3.1」を入力します。

4 ［システム構成］→［LAN側 IPアドレス］を開きます。

5 「IPアドレス割り当て」を静的 IPアドレスに設定し、任意の IPアドレスを入力します。

6 適用ボタンをクリックします。

7 アクセスポイント製品の再起動が終わるまでお待ちください。
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4 インストールする

本製品を以下の手順でインストールしてください。

• 本製品を使用するには、「.Net Framework 4.0」が必要となります。インストールされていないPCでは、イ
ンストールを求められますので、画面の手順に従ってインストールします。
• 本製品は１つの管理環境で1台のパソコンにのみインストールを行ってください。複数台のパソコンにインス
トールされますと設定が正しく行えない可能性があります。

1 「APManagement_Installer.msi」をダブルクリックします。

• インストーラーが起動します。

2 ［次へ］をクリックします。

3 ［次へ］をクリックします。
• 任意のフォルダーにインストールする場合は、［参照］をクリックして、インストール先を指定してください。
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4 ［次へ］をクリックします。

• インストールが始まります。

5 インストール完了画面が表示されたら、［閉じる］をクリックします。

• 以上で本製品のインストールは完了です。
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5 本ツールを使用する

アクセスポイントの設定
本ツールでWAB-S1167-PS、WAB-I1750-PSを設定するためには、以下の設定を行ってください。

1 アクセスポイントの管理ユーティリティをブラウザから開きます。

2 メニューで［ツールボックス］をクリックし、画面左のメニューリストから［管理者］をクリックします。

3 「詳細設定」の各項目を設定します。

セキュリティの安全性からデフォルトの設定値を変更してご使用いただくことをお勧めいたします。

4 設定完了後、［適用］をクリックします。

• 設定の更新を行います。

項目 内容

管理プロトコル 「SNMP」のチェックボックスにチェックを入れ、設定を有効にします。

SNMPバージョン 「v1/v2c」を選びます。

SNMP取得コミュニティ MIB読み取りに必要なパスワードを設定します。（初期値は public）。

SNMP設定コミュニティ MIB書き込みに必要なパスワードを設定します。（初期値は private）。
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ログインする

1 「APManagement」を起動します。
《Windows 7 の場合》
「スタート」→「すべてのプログラム」→「ELECOM」→「APManagement」の順で起動します。
《Windows 8 の場合》
スタート画面のアプリケーション一覧から起動します。

2 ログインパスワード「admin」を入力し、「OK」をクリックします。
※初期パスワードは「admin」（半角英字）に設定されております。

• パスワードは変更できます。（P37参照）
• ログインパスワードをお忘れになりますと再設定できません。必ずメモするなどして保管してください。
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機材一覧画面で設定する

項目 内容
一覧表示 一覧表示登録されている機材の情報を再取得し、表示内容を更新します。

新規登録 本ツールで管理するアクセスポイントを新規登録します。
詳しくは、P15「新規登録する」をお読みください。

MACアドレス
フィルタ一覧

登録されている機材に設定されているMACアドレスフィルターの情報を一覧で表示します。
詳しくは、P34「MACアドレスフィルターを確認する」をお読みください。

ログインパスワード
変更

本製品を起動するときに必要なパスワードを変更します。
ログインパスワードは1～31桁の半角英数字記号（スペース有）で変更できます。変更後は「OK」
をクリックして確定します。
詳しくは、P37「ログインパスワードを変更する」をお読みください。

管理データの
インポート

エクスポート処理で出力した xml ファイルから設定情報を読み込みます。戻したい設定の管理ファイ
ルを選択し、読み込むことで機材情報と設定を戻すとともに、実際の機材にもその設定を反映します。
詳しくは、P35「管理データをインポートする」をお読みください。

管理データの
エクスポート

管理している機材の情報を書き出し、xml ファイル形式で保存します。保存したい任意の場所を選択
し［保存］をクリックしてください。エクスポートの対象は LAN-W300AN/APのみとなります。
詳しくは、P36「管理データをエクスポートする」をお読みください。

ファームウェア
アップデート

登録機材のファームウェアを本ツールで一括アップデートします。対象機材毎に指定したファーム
ウェアを書き込みます。
詳しくは、P20「ファームウェアをアップデートする」をお読みください。

サブネットマスク
表示 各チェックボックスのチェックを外し、［表示反映］をクリックすると機材一覧管理画面で表示しなく

なります。ゲートウェイ表示
MACアドレス表示

表示反映 ［サブネットマスク表示］、［ゲートウェイ表示］、［MACアドレス表示］のチェックボックスの状態に
従って、機材一覧情報からそれらの情報を表示する／しないの設定を反映します。

ログアウト 本製品の管理画面からログアウトし、ログイン画面へ戻ります。
詳しくは、P37「ログアウトする」をお読みください。

パラメータ設定 登録されている機材の設定の変更を行います。
詳しくは、P17「一括で設定を変更する」をお読みください。

IP アドレス設定 IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイの設定を行います。
詳しくは、P29「IPアドレスを手動で変更する」をお読みください。

個別設定の保存 登録されている機材の個別の設定を保存します。
詳しくは、P23「個別の設定を保存する」をお読みください。

個別設定の復元 保存した個別の設定を復元します。
詳しくは、P25「保存した個別の設定を復元する」をお読みください。

機材削除 登録されている機材を機材一覧画面から削除します。
詳しくは、P33「機材一覧画面から機材を削除する」をお読みください。
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• ログインパスワードをお忘れになりますと再設定できません。必ずメモするなどして保管してください。
• インポート処理を実行するには読み込んだ設定ファイルと実際の機材の「IPアドレス」、「サブネットマスク」、
「ゲートウェイ」が一致している必要があります。
情報が一致しない機材については、機材一覧には登録されますが、赤字表示となり実際の機材には情報が反映
されません。
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新規登録する
本ツールで管理するアクセスポイントを登録します。

1 機材一覧画面で［新規登録］をクリックします。
• 設定画面が表示されます。

2 ［ユーザー ID］、［ログインパスワード］の必要な情報を入力します。

• ユーザー ID：新規登録したいアクセスポイントにログインする ID
• ログインパスワード：新規登録したいアクセスポイントにログインするパスワード
※機材の初期ユーザー ID・ログインパスワードは「admin」（半角英字）に設定されております。
• SNMP 取得コミュニティ：新規登録したいアクセスポイントに登録されている SNMP 取得コミュニティ名
（WAB-S1167-PS、WAB-I1750-PSのみ）
• SNMP 設定コミュニティ：新規登録したいアクセスポイントに登録されている SNMP 設定コミュニティ名
（WAB-S1167-PS、WAB-I1750-PSのみ）

3 ［OK］をクリックします。

アクセスポイントのデフォルト値を使用する場合 デフォルト値から変更をしている場合

［APのデフォルト値を使用する。］のチェックボックスにチェッ
クを入れます。
手順3に進んでください。

［次の値を使用する。］のチェックボックスにチェックを入れま
す。
手順2に進んでください。
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4 ネットワークに存在する機材を自動で検索し、リスト画面が表示されます。

• PC に存在する LANインターフェイスに設定されているセグメントと同一の機材だけを検索します。
例えば、 PCの IPアドレスが「192.168.1.100」に設定されている場合は、「192.168.1.xx (1 ～ 255）」
の範囲を検索します。
上記の画像の場合は「192.168.100.100」の LAN を設定し、セグメントに 3 台のアクセスポイントを設
置して検索させた場合の検索結果です。
異なるセグメントに存在する機材を検索することができません。（例：192.168.200.101の機材など）
• 手順2で入力した［ユーザー ID］と［ログインパスワード］が異なる場合には、検索一覧で機材が赤字で表示
されます。
その場合、一覧右側にある［ユーザー ID］と［ログインパスワード］欄を直接編集して、［認証］をクリック
すると、再度疎通確認を行います。正常にログインできると、黒字の表記に戻ります。
• 新規に登録される機材は、［デバイス名］毎にグループ表示されます。同一機材の場合は［IP アドレス］順に
表示されます。

5 機材一覧に登録したい機材にチェックを入れて、［登録］をクリックします。
• 選択した機材が登録されます。
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一括で設定を変更する
「新規登録」を繰り返し、機材一覧画面で複数台の機材を登録できます。登録した機材のうち任意の複数台への設定を一
括で行うことができます。

1 機材一覧画面で設定したい機材を選びます。

• 機材の一括設定は、同一機材でのみ可能です。
• 任意に選択するときは、設定したい機材のチェックボックスにチェックを入れます。
• すべて選択するときは、［すべて選択］をクリックします。
• 選択した機材をすべて解除するときは、［すべて解除］をクリックします。

2 ［パラメータ設定］をクリックします。

• 確認画面が表示されたときは［OK］をクリックし、選択する機材を統一してください。
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3 ［OK］をクリックします。

• APManagement パラメータ設定画面が表示されます。

4 各項目を設定します。

• IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイの変更は機材一覧画面の［IPアドレス設定］から行ってください。

複数台に一括変更を行うときに、IPアドレス変更した場合は、設定する IPアドレスの割り当て状況によって、機
材1台ずつ順番に設定を行うことがあります。その場合は設定の変更に時間がかかります。

5 ［OK］をクリックします。
• プログレスバーが表示されますので、100% になるまでお待ちください。100% になりますと設定が反映さ
れ、機材一覧画面に登録した機材が表示されます。

項目 内容

電波ON/OFF 2.4GHz/5GHz の無線を有効（ON）または無効（OFF）に設定します。

SSID SSID の設定をします。

認証方式 LAN-W300AN/APの場合
［認証なし］、［WPA-PSK］、［WPA2-PSK］、［WPA/WPA2 MixedMode -PSK］から選択します。

WAB-S1167-PS、WAB-I1750-PS の場合
［認証なし］、［WEP］、［WPA-EAP］、［WPA2-EAP］、［WPA/WPA2 MixedMode -EAP］、［WPA］、
［WPA2］、［WPA/WPA2 MixedMode -PSK］、［IEEE802.1x/EAP］から選択します。

暗号化 ［認証なし］の場合
［暗号なし］、［WEP英数字13文字］、［WEP英数字5文字］、［WEP16進数26桁］、［WEP16
進数 10桁］から選択します。
WPAに設定した場合
［TKIP］、［AES］、［TKIP/AES MixedMode］から選択します。

暗号キー設定 認証方式・暗号化に応じた暗号キーを設定します。
キーを更新するときは、「暗号キーを設定する」のチェックボックスにチェックを入れてください。
キーを更新しないときは、チェックボックスにチェックを入れないでください。

チャンネル 2.4GHz は［Auto］、1～ 13のチャンネルから選択します。
5GHz は［Auto］、36～ 140のチャンネルから選択します。

コメント 任意にコメントを入力できます（機材一覧画面に表示されます）。

ユーザー ID 機材にログインするときのユーザー IDを設定します（初期値は admin）。

ログインパスワード 機材にログインするときのパスワードを設定します（初期値は admin）。

MACアドレスフィルタ チェックボックスにチェックを入れると、機材に登録するMACアドレスフィルタを設定します。
詳しくは、P27「MACアドレスフィルタを登録する」をお読みください。
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• プログレスバーが表示されている設定中は、機器の電源を落としたり、ケーブルを抜いたりしないでください。
設定が正しく反映されなくなります。
• 設定を反映するのに時間がかかります。（1台に設定時の目安は約5分程度です）
また、IP アドレスを変更する設定を行ったときは、さらに時間がかかります。
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ファームウェアをアップデートする
登録機材のファームウェアを一括アップデートします。

1 エレコムの製品ページよりダウンロードしたファームウェアのファイル名を以下のように修正します。

※ LAN-W300AN/APではファイル名の修正は必要ありません。

2 機材一覧画面で設定したい機材を選びます。

• 機材の一括設定は、同一機材でのみ可能です。
※選択した機材のほかに同一機種の機材が登録されている場合、すべての同一機種の機材に対してアップデート
が行われます。
アップデートをしたくない機材は、機材一覧画面から削除してください。
• 任意に選択するときは、設定したい機材のチェックボックスにチェックを入れます。
• すべて選択するときは、［すべて選択］をクリックします。
• 選択した機材をすべて解除するときは、［すべて解除］をクリックします。

3 ［ファームウェアアップデート］をクリックします。

4 ［FWアップデート対象機種］をクリックし、リストから対象機材を選びます。

アップデートする機材 修正ファイル名

WAB-S1167-PS WAB-S1167-PS.bin

WAB-I1750-PS WAB-I1750-PS.bin
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5 ［参照］をクリックし、ファームウェアアップデートファイルを選びます。

6 ［開く］をクリックします。

7 ［更新］をクリックします。

• 確認画面が表示されます。

8 ［OK］をクリックします。

• プログレスバーが表示されますので、100% になるまでお待ちください。100% になりますとアップデート
の完了をお知らせする画面が表示されます。

9 ［OK］をクリックします。
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機材を再起動する
登録機材を再起動します。

1 機材一覧画面で再起動したい機材の［再起動］をクリックします。
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個別の設定を保存する
登録されている機材の個別の設定を保存します。

1 機材一覧画面で保存したい機材を選びます。

• 設定の保存ができる機材は1台のみとなります。
• LAN-W300AN/Pの設定の保存はできません。
• IP アドレスがDHCPのみ保存可能です。

2 ［個別設定の保存］をクリックします。

3 設定ファイルを保存したい任意のフォルダーを選びます。任意のファイル名に変更して（「機材名 + 日付」に設
定されています）、［保存］をクリックします。

• 設定ファイルが保存されます。

設定ファイルの拡張子「.cfg」は変更しないでください。設定ファイルの保存ができなくなります。

• プログレスバーが表示されますので、100% になるまでお待ちください。100% になりますと設定が保存さ
れます。
• 保存の完了をお知らせする画面が表示されます。
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4 ［OK］をクリックします。
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保存した個別の設定を復元する
保存した個別の設定を復元します。

1 機材一覧画面で復元したい機材を選びます。

• 設定の復元は選択した複数台の同一機材に対して行うことができます。
• LAN-W300AN/Pの設定の復元はできません。
• 固定 IP が設定されていた場合、該当機材へのアクセスができない可能性があります。

2 ［個別設定の復元］をクリックします。

• 確認画面が表示されます。

3 ［OK］をクリックします。

• cfg ファイル形式の保存ファイルを読み込む画面が表示されます。
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4 復元したい設定の保存ファイルを選択し、［開く］をクリックします。

• 確認画面が表示されます。

5 ［OK］をクリックします。

• プログレスバーが表示されますので、100% になるまでお待ちください。100% になりますと設定が復元さ
れ、設定ファイルの復元完了をお知らせする画面が表示されます。

6 ［OK］をクリックします。

• 機材一覧画面では該当機材は赤色の文字で表示され、確認画面が表示されます。

7 ［OK］をクリックします。

• プログレスバーが表示されますので、100% になるまでお待ちください。該当機材の自動再登録が完了する
と、赤文字は黒文字になります。
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MACアドレスフィルタを登録する
それぞれの項目に情報を記載して機材を追加することで、MACアドレスフィルタを登録できます。

1 APManagement 新規登録画面またはAPManagement パラメータ設定画面を表示します。

2 MACアドレスフィルタのチェックボックスにチェックを入れます。

3 各項目を設定します。

4 ［追加］をクリックします。

• 登録クライアントリストに登録されます。このリストに登録されている MAC アドレスはすべて MAC アドレ
スフィルタに登録されます。（MACアドレスフィルタの登録上限　256件）

MACアドレスの選択のチェックボックスは、MACアドレスを削除するときのみに使用します。チェッ
クボックスにチェックが入っていなくても、MACアドレスフィルタには登録されます。

5 ［OK］をクリックします。
• 設定が反映され、機材一覧画面に登録した機材が表示されます。

設定を反映するのに時間がかかります。また、IPアドレスを変更する設定を行ったときは、さらに時間がかかり
ます。

項目 内容

MACアドレス 接続を許可したいWi-Fi 端末のMACアドレスをハイフンなしの12桁で設定します。

機材名 任意にコメントを入力できます（MACアドレス一覧画面に表示されます）。

コメント（半角英数字入力） 機材に情報として登録しておきたいコメントを半角英数字で入力できます。

登録クライアントリスト このリストに登録されているMACアドレスはすべてMACアドレスフィルタに登録されます。
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MACアドレスフィルタから機材を削除する
MACアドレスフィルタの登録クライアントリストから任意の機材またはすべての機材を削除できます。

1 APManagement 新規登録画面またはAPManagement パラメータ設定画面を表示します。

2 MACアドレスフィルタのチェックボックスにチェックを入れます。

3 削除したいMACアドレスを選択します。

• 任意に選択するときは、削除したいMACアドレスのチェックボックスにチェックを入れます。
• すべて選択するときは、［すべて選択］をクリックします。
• 選択したMACアドレスをすべて解除するときは、［すべて解除］をクリックします。

4 ［機材削除］をクリックします。

• 選択した機材が削除されます。
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IP アドレスを手動で変更する
「新規登録」を繰り返し、機材一覧画面で複数台の機材を登録できます。登録した機材のうち任意の複数台（同一機材の
み）の IPアドレスを手動で一括変更することができます。

1 機材一覧画面で設定したい機材を選びます。

• 機材の一括設定は、同一機材でのみ可能です。
• 任意に選択するときは、設定したい機材のチェックボックスにチェックを入れます。
• すべて選択するときは、［すべて選択］をクリックします。
• 選択した機材をすべて解除するときは、［すべて解除］をクリックします。

2 ［IPアドレス設定］をクリックします。

• 確認画面が表示されたときは［OK］をクリックし、選択する機材を統一してください。



法人向け無線アクセスポイント 管理ツール

30

3 ［OK］をクリックします。

• IP アドレス設定画面が表示されます。

※「+1」という表記について
手順 1の機材選択で 2台の機材を選択しているので、入力した IP アドレスの 4つ目の「101（また
は103）」に対して「+1」の範囲（101～102（または103～ 104））で設定することを表します。
選択した機材の台数によって、この数値は変わります。

4 各項目を設定します。

• 指定された IP アドレスを先頭に、選択した台数分を連番で変更します。すでに使用されている IP アドレスを
指定することはできません。
• 複数台に一括変更を行うときに、IP アドレス変更した場合は、設定する IP アドレスの割り当て状況によって、
機材1 台ずつ順番に設定を行うことがあります。その場合は設定の変更に時間がかかります。

5 ［OK］をクリックします。
• プログレスバーが表示されますので、100% になるまでお待ちください。100% になりますと設定が反映さ
れ、機材一覧画面に登録した機材が表示されます。

• プログレスバーが表示されている設定中は、機器の電源を落としたり、ケーブルを抜いたりしないでください。
設定が正しく反映されなくなります。
• 設定を反映するのに時間がかかります。（1台に設定時の目安は約5分程度です）
また、IP アドレスを変更する設定を行ったときは、さらに時間がかかります。

LAN-W300-AN/APの場合 WAB-S1167-PS、WAB-I1750-PSの場合

［次の IPアドレスを使う。］のチェックボックスにチェックを入
れます。

項目 内容

IP アドレス 機材のUP LINK ポートの IP アドレスを設定します。

サブネットマスク サブネットマスクを設定します。

ゲートウェイ ゲートウェイを設定します。
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IP アドレスを自動取得する
「新規登録」を繰り返し、機材一覧画面で複数台の機材を登録できます。登録した機材のうち任意の複数台（同一機材の
み）の IPアドレスを自動取得することができます。

1 機材一覧画面で設定したい機材を選びます。

• 機材の一括設定は、同一機材でのみ可能です。
• LAN-W300-AN/APの IP アドレス自動取得はできません。
• 任意に選択するときは、設定したい機材のチェックボックスにチェックを入れます。
• すべて選択するときは、［すべて選択］をクリックします。
• 選択した機材をすべて解除するときは、［すべて解除］をクリックします。

2 ［IPアドレス設定］をクリックします。

• 確認画面が表示されたときは［OK］をクリックし、選択する機材を統一してください。
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3 ［OK］をクリックします。

• IP アドレス設定画面が表示されます。

※「+1」という表記について
手順1の機材選択で2台の機材を選択しているので、「+1」の範囲で設定することを表します。
選択した機材の台数によって、この数値は変わります。

4 ［IPアドレスを自動取得する。］のチェックボックスにチェックを入れます。

• 指定された IP アドレスを先頭に、選択した台数分を連番で変更します。
• 複数台に一括変更を行うときに、IPアドレス変更した場合は、設定する IPアドレスの割り当て状況によって、
機材1台ずつ順番に設定を行うことがあります。その場合は設定の変更に時間がかかります。

5 ［OK］をクリックします。
• プログレスバーが表示されますので、100% になるまでお待ちください。100% になりますと設定が反映さ
れ、機材一覧画面に登録した機材が表示されます。

• プログレスバーが表示されている設定中は、機器の電源を落としたり、ケーブルを抜いたりしないでください。
設定が正しく反映されなくなります。
• 設定を反映するのに時間がかかります。（1台に設定時の目安は約5分程度です）
また、IPアドレスを変更する設定を行ったときは、さらに時間がかかります。
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機材一覧画面から機材を削除する

1 機材一覧画面で削除したい機材を選びます。

• 任意に選択するときは、削除したい機材のチェックボックスにチェックを入れます。
• すべて選択するときは、［すべて選択］をクリックします。
• 選択した機材をすべて解除するときは、［すべて解除］をクリックします。

2 ［機材削除］をクリックします。

• 確認画面が表示されます。

3 ［OK］をクリックします。
• 選択した機材が削除されます。
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MACアドレスフィルターを確認する

1 ［MACアドレスフィルター一覧］をクリックします。

• MACアドレスフィルター一覧画面が表示されます。

2 MACアドレスフィルターの確認が終わったら、［終了］をクリックします。
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管理データをインポートする

インポートを実行する前に、機材一覧画面からすべての機材を削除してください。

1 ［管理データのインポート］をクリックします。

• xml ファイル形式の管理ファイルを読み込む画面が表示されます。

2 戻したい設定の管理ファイルを選択し、［開く］をクリックします。

• 管理データのインポートが始まり、機材情報と設定を戻すことができます。

インポート処理を実行するには読み込んだ設定ファイルと実際の機材の「IP アドレス」、「サブネットマスク」、
「ゲートウェイ」が一致している必要があります。
情報が一致しない機材については、機材一覧には登録されますが、赤字表示となり実際の機材には情報が反映さ
れません。
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管理データをエクスポートする

1 ［管理データのエクスポート］をクリックします。

• xml ファイル形式の管理ファイルを保存する画面が表示されます。

2 管理ファイルを保存したい任意のフォルダーを選びます。任意のファイル名に変更して（「APManagement」
に設定されています）、［保存］をクリックします。

• 管理ファイルが保存されます。

• 管理ファイルの拡張子「.xml」は変更しないでください。管理ファイルのインポートができなくなります。
• 本機能は、LAN-W300AN/APのみに対応しています。
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ログインパスワードを変更する

ログアウトする

1 ［ログインパスワード変更］をクリックします。

• 本製品起動時のログインパスワード変更画面が表示されます。

2 設定したいパスワードを入力（確認の項目も同一のパスワードを入力）して、［OK］をクリックします。
• ログインパスワードは1 ～ 31 桁の半角英数字記号（スペース有）で変更できます。

ログインパスワードをお忘れになりますと再設定できません。必ずメモするなどして保管してください。

1 ［ログアウト］をクリックします。

• ログアウト確認画面が表示されます。

2 ［OK］をクリックします。
• 機材一覧画面からログアウトし、ログイン画面へ戻ります。
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